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【目的】全身性エリテマトーデス(SLE)の治療においてはステロイド
大量療法が一般的に行われる。ステロイド投与により大腿骨頭壊死
を引き起こすことが知られているが、壊死の発生、骨頭の圧潰、股
関節軟骨変の経過は不明な点が多い。MRI T2 マッピングは軟骨変
性の定量的評価が可能な方法である。T2 マッピングを用いて SLE
患者における股関節軟骨について評価することを目的とした。 
 
【方法】健常ボランティア12関節をcontrol群とし、ステロイド投与を
受けたSLE症例のうち、大腿骨頭壊死のない17関節を
corticosteroid-ON群、大腿骨頭壊死があり圧潰のない26関節を
corticosteroid+ON群とした。3.0T MRI (Discovery MR750; GE healthcare, 
Waukesha, WI, USA)を用いて撮像を行った。股関節軟骨について
Region of interest (ROI)を設定してT2マッピングを行い、股関節軟骨
のT2値を大腿骨頭、臼蓋についてそれぞれ計測した。ROIの設定に関
してinter-, intra- observer reliabilityの評価を行い、各群の軟骨T2値につ
いて群間比較と、多変量解析による軟骨変性に関与する因子の検討
を行った。 
 
【結果】ROI設定の reliabilityは、大腿骨頭軟骨について inter-observer 
error0.893、intra-observer error0.889 臼蓋軟骨について inter-observer 
error0.954、intra-observer error0.983であった。大腿骨頭軟骨 T2値は
corticosteroid-ON 群(40.3ms)と corticosteroid+ON 群(35.2ms)において
control 群(30.1ms)に対して有意に延長を認めた。臼蓋軟骨 T2 値は
corticosteroid-ON 群 (41.8ms) に お い て control 群 (33.4ms) と
corticosteroid+ON群(37.0ms)に対して有意に延長を認めた。多変量解
析の結果、骨密度の低下とステロイド投与群であることが T2 値延
長に関与する因子として採択された。 
 
 
 
【考察】T2マッピングは軟骨変性に伴うコラーゲン配列の乱れや水
分含有量増加を反映し変性を定量化することが可能な方法である。
3T MRI を用いることで信号雑音比、空間分解能が向上し再現性の
高い評価が可能であった。本検討ではステロイド大量投与を受けた
SLE症例において既に軟骨変性が生じていることが示された。変性
のパターンは力学的負荷のパターンとは異なっており、代謝による
影響を示唆するものであった。ステロイド投与により軟骨細胞での
コラーゲン産生能の低下やアポトーシスの促進が報告されており、
軟骨代謝への影響が変性に影響した可能性が考えられた。また、骨
密度の低下は軟骨変性に影響することが基礎的実験より報告され
ており、今回の結果はそれを裏付けるものとなった。 
 
【結論】T2マッピングを用いた股関節軟骨の質的評価によりステロ
イド投与と骨密度低下が軟骨変性に影響することが示された。 
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